
２０１１年８月３０日                 ノイエスだより 

ノ
イ
エ
ス
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よ
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
橋
市
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総
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町
六
七
番
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先
日
、
友
人
か
ら
テ
レ
ビ
に
桐
生
が
出
る
か
ら
・
・
・
と
メ
ー
ル
が
あ
り
、
早
速
テ

レ
ビ
東
京
の
「
出
没
！
ア
ド
街
ッ
ク
天
国
」
を
見
ま
し
た
。 

た
び
た
び
「
ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り
」
で
桐
生
の
話
を
書
き
ま
す
が
、
昔
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
町
並
み
で
あ
り
な
が
ら
も
、桐
生
の
人
々
の
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
を
上
手
く

取
り
込
ん
で
い
く
才
能
と
努
力
に
感
心
し
ま
し
た
。 

繊
維
産
業
も
私
が
生
ま
れ
た
頃
か
ら
比
べ
る
と
不
況
の
波
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
る
は
ず
で
す
が
、そ
れ
で
も
伝
統
技
術
に
新
し
い
技
術
を
加
え
新
商
品
の
開
発
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
人
々
の
情
熱
に
「
出
没
！
ア
ド
街
ッ
ク
天
国
」
で
ベ
ス
ト
３０
を

あ
げ
る
だ
け
の
魅
力
あ
る
街
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。 

「
西
の
西
陣
、
東
の
桐
生
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
昔
は
外
を
歩
け
ば
機
織
の
音
や
染
料

の
匂
い
が
し
、
夜
に
な
れ
ば
割
烹
料
亭
周
辺
で
は
三
味
線
の
音
や
唄
が
流
れ
て
き
て
、

旦
那
衆
の
寄
り
あ
い
が
あ
り
、芸
者
さ
ん
が
華
や
か
な
着
物
で
街
を
歩
い
て
い
る
姿
を

見
た
も
の
で
す
。
柳
が
風
に
揺
れ
て
い
る
・
・
・
そ
ん
な
風
情
は
昨
日
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
す
が
車
で
梅
田
方
面
に
行
け
ば
渓
流
に
簗
が

あ
り
、
道
祖
神
が
道
端
に
そ
っ
と
あ
り
、
川
魚
や
う
ど
ん
を
食
べ
る
店
が
あ
り
・
・
・

街
中
は
路
地
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
ま
す
。機
織
を
し
て
い
た
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
の
工
場

は
今
で
は
パ
ン
屋
さ
ん
や
和
菓
子
屋
さ
ん
に
な
っ
て
い
た
り
、入
場
料
無
料
の
桐
生
が

岡
遊
園
地
＆
動
物
園
は
大
人
で
も
一
日
遊
べ
ま
す
。 

「
桐
生
着
道
楽
男
の
お
し
ゃ
れ
・
・
・
」
と
い
う
唄
を
昔
々
に
口
ず
さ
ん
だ
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
桐
生
の
人
の
着
道
楽
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
味
覚
に
対
し
て
も
な
か
な
か
の

も
の
が
あ
り
、
鰻
屋
、
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
、
ひ
も
か
わ
う
ど
ん
、
花
ぱ
ん
、
ア
イ
ス
ま
ん

じ
ゅ
う
、
芭
蕉
の
カ
レ
ー
、
若
宮
の
と
う
ふ
懐
石
・
・
・
和
菓
子
や
ス
ィ
ー
ツ
も
い
ろ

い
ろ
楽
し
め
ま
す
。
渡
良
瀬
川
、
桐
生
川
の
川
沿
い
を
歩
き
、
街
中
を
歩
き
、
骨
董
市

で
掘
出
し
物
を
見
つ
け
、
大
川
美
術
館
の
作
品
を
鑑
賞
し
、
一
店
舗
一
作
家
の
商
店
の

作
品
を
見
て
ま
わ
り
。
そ
し
て
美
味
し
い
食
事
を
し
て
、
街
中
に
点
在
す
る
銭
湯
に
入

っ
て
一
日
を
過
ご
す
・
・
・
・
桐
生
散
策
を
是
非
お
薦
め
い
た
し
ま
す
。 

商
店
街
の
空
洞
化
現
象
や
街
づ
く
り
に
行
政
も
個
人
店
舗
も
危
機
感
を
感
じ
て
い
る

こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
街
に
活
気
を
取
り
戻
し
、
人
々
が
集
い
、
楽

し
め
る
街
づ
く
り
は
、そ
こ
に
住
む
人
々
が
積
極
的
に
参
加
型
イ
ヴ
ェ
ン
ト
に
取
り
組

み
、情
報
を
共
有
化
し
、バ
ラ
ン
ス
良
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
出
来
る
、情
熱
が
あ
る
人
々

が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て
い
け
る
こ
と
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。ク
チ
コ
ミ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
お
も
し
ろ
い
」「
美
味
し
い
」
は
風
に
流
れ
る
よ
う
に
伝
わ
り
、
い

つ
し
か
気
が
つ
い
た
時
に
は
街
が
息
づ
い
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
ご
案
内
（
ス
ペ
ー
ス
１
・
２
） 

 

飯
出
袈
裟
市
木
工
展 

―
暮
ら
し
の
挽
物
― 

 

会
期 

九
月
三
日
（
土
）
〜
十
一
日
（
日
） 

 
 
 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

 

飯
出
袈
裟
市
氏
の
挽
物
歴
は
五
十
二
年
に
な
り
ま
す
。 

素
材
の
見
極
め
、
そ
の
素
材
を
ど
の
よ
う
に
何
に
す
る
か
、
そ
し
て

伝
統
技
術
を
基
に
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た
用
の
器
と
し
て
の
新
し
さ

も
要
求
さ
れ
ま
す
。
椀
、
茶
筒
、
茶
托
、
菓
子
器
、
盆
、
楊
枝
入
れ
、

調
味
料
入
れ
・
・
・
と
普
段
使
い
の
作
品
が
主
な
展
示
と
な
り
ま
す
。 

飯
出
氏
と
一
本
の
木
、
塩
地
（
シ
オ
ジ
）
と
の
出
合
い
。
拭
漆
の
技

術
の
話
な
ど
「
木
地
屋
が
見
る
木
の
顔
」（
文
・
飯
出
袈
裟
市
）
を
ご

来
廊
さ
れ
た
方
に
差
し
上
げ
ま
す
。 

 

松
尾
昭
典
作
陶
展 

 

会
期 

九
月
十
七
日
（
土
）
〜
二
十
五
日
（
日
） 

 
 
 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

 

松
尾
昭
典
氏
の
作
品
と
の
出
合
い
は
二
十
年
程
前
に
な
り
ま
す
。 

大
分
生
ま
れ
、
益
子
、
萩
、
小
石
原
で
修
行
。
津
久
見
に
築
窯
。 

一
九
九
一
年
に
赤
城
村
に
築
窯
。
そ
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

岩
魚
や
山
女
、
案
内
状
に
あ
る
ベ
ラ
科
の
キ
ュ
ウ
セ
ン
・
・
・ 

な
ど
生
き
て
い
る
よ
う
な
リ
ア
ル
な
魚
の
作
品
を
中
心
に
普
段
使
う

ご
飯
茶
碗
な
ど
の
食
器
類
も
多
く
、
新
し
い
試
み
と
し
て
以
前
か
ら

壁
掛
け
時
計
な
ど
も
手
が
け
て
い
ま
す
。 

毎
日
の
食
生
活
で
使
う
器
の
使
い
易
さ
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で 

大
き
さ
、
重
さ
、
口
の
あ
た
り
具
合
・
・
・
な
ど
食
器
を
持
っ
た
時

の
感
覚
が
大
切
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
絵
付
け
な
ど
の
楽

し
み
。
ち
ょ
っ
と
贅
沢
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
季
節
に
よ
っ
て
ご
飯
茶

碗
や
湯
呑
み
を
変
え
て
季
節
を
楽
し
む
の
も
食
卓
を
豊
か
に
す
る
一

案
で
す
。
松
尾
さ
ん
の
魚
は
我
家
で
は
冷
奴
の
皿
で
泳
ぎ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 

飯
出
氏
の
椀
、
松
尾
氏
の
茶
碗
・
・
・
味
覚
の
豊
富
な
秋
に
向
け 

食
卓
を
ひ
と
回
り
見
ま
わ
し
て
、
こ
れ
か
ら
使
う
器
を
見
つ
け
て 

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

新
し
い
出
合
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

〈
県
内
の
展
覧
会
〉 

 

第
２８
回 

社
団
法
人 

創
元
会
群
馬
支
部
展 

 

会
期 

九
月
九
日
（
金
）
〜
十
四
日
（
水
） 

 
 
 

午
前
十
時
〜
午
後
六
時
（
最
終
日
、
午
後
四
時
） 

会
場 

高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

第
１
展
示
室 

 

群
馬
の
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
２
０
１
１ 

 

会
期 

九
月
二
十
一
日
（
水
）
〜
十
月
十
六
日
（
日
）〈
月
休
館
〉 

 
 
 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
（
最
終
日
、
午
後
三
時
） 

会
場 

富
岡
市
立
妙
義
ふ
る
さ
と
美
術
館
（
観
覧
料
三
〇
〇
円
） 

「
群
馬
の
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
２
０
１
１
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
二
名
様
ま

で
無
料
）
が
ノ
イ
エ
ス
に
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。 

 

〈
新
刊
の
お
知
ら
せ
〉 

 

遺
歌
集
「
う
ろ
こ
雲 

Ⅱ
」 

田
村 

裕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定
価
二
一
〇
〇
円
（
税
込
） 

 

長
年
教
職
に
就
き
、
学
生
の
頃
か
ら
始
め
た
短
歌
を
七
十
年
に
及
び

作
り
続
け
て
こ
ら
れ
、
平
成
四
年
に
歌
集
「
う
ろ
こ
雲
」
を
刊
行
。

平
成
十
九
年
に
八
十
二
歳
で
他
界
さ
れ
た
著
者
の
短
歌
を
ご
家
族
や

ご
友
人
の
ご
協
力
の
も
と
、
お
嬢
様
の
中
野
由
紀
子
さ
ん
が
編
集
さ

れ
ま
し
た
。
日
々
の
生
活
、
家
族
の
こ
と
、
職
場
、
社
会
の
風
景
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
、
一
つ
の
歌
、
言
葉
の
中
に
著
者
に
一
日
一
日

の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

＊ 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
書
籍
コ
ー
ナ
ー
）
に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。 

  

み
ん
な
の
「
群
馬
が
好
き
」
を
伝
え
た
い
！ 

 

食
・
美
容
・
教
室
・
旅
・
旅
館
・
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
情
報
満
載 

 
 
 
 

ク
チ
コ
ミ
募
集
中
！ 

ぐ
ん
ラ
ボ 

ぐ
ん
ま
の
ク
チ
コ
ミ
ナ
ビ 

http://www.gunlabo.net/ 

ア
ク
セ
ス
し
て
、
メ
ン
バ
ー
登
録
し
て
ね
☆ 

ぐ
ん
ラ
ボ
！
制
作
室
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
内
） 

電
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